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小中学校にタブレットを配布

各小中学校の全児
童生徒へ１人１台
タブレットを配布
し、利用できる通
信環境を整備しま
した。

１億5831万円（小学校）
9292万円（中学校）

放課後児童クラブ　コロナ対策事業

放課後児童クラブ
に対し、小学校の
臨時休校に伴う開
所に要した経費お
よび感染拡大防止
に係る経費を助成
しました。

1239万円

防災ハザードマップ作成

大規模な降雨によ
る浸水想定区域に
加え、土砂災害警
戒区域や避難所な
どを明示した防災
ハザードマップを
作成しました。

417万円

新 ホ ー ム ペ ー ジ 制 作

即時的な情報発信や
閲覧環境に合わせた
表示などの改善を行
い、誰もが情報にア
クセスできるように
改良されました。

753万円

プレミアム商品券発行事業

新型コロナ対策事
業の一環として、
町民の消費活性化
と地元事業者の経
営維持を図りまし
た。

２億3064万円

高田南土地区画整理事業

長崎都市計画事業
長与町土地区画整
理事業特別会計へ
繰り出しを行いま
した。

４億2209万円

となった決算を審査
　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
を
９
月
７
日
か
ら
22
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
き
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
・
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
26
議
案
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

歳出 181 億 2493 万円歳入 191 億 8491 万円

認 定
賛成12：反対2
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注目事業ピックアップ

①

②

③
④
⑤
⑥
⑦

①

②

③
④
⑤
⑥

歳出　181億2493万円
①民　生　費　57億2706万円（31.6％）

②総　務　費　55億5191万円（30.6％）

③土　木　費　15億1902万円  （8.4％）

④教　育　費　14億8622万円  （8.2％）

⑤公　債　費　13億5575万円  （7.5％）

⑥衛　生　費　10億9986万円  （6.1％）

⑦そ　の　他　13億8510万円  （7.6％）

歳入　191億8491万円
①国庫支出金　73億0387万円（38.1％）

②町　　　税　46億5721万円（24.3％）

③地方交付税　21億9594万円（11.4％）

④県 支 出 金　11億6668万円  （6.1%）

⑤町　　　債　11億3622万円  （5.9%）

⑥そ　の　他　27億2500万円（14.2％）
※数字は端数を処理しています。



コロナ禍で過去最大
令和２年度一般会計歳入歳出決算

となった決算を審査

水
道
事
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

は
何
か
。

対
面
の
機
会
を
減
ら
す
た
め
に
、

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
廃
止
の

手
続
き
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム

の
改
修
を
行
っ
た
。

下
水
道
の
普
及
で
し
尿
処
理
収
集

運
搬
業
務
は
減
る
と
考
え
る
が
、

委
託
業
務
料
の
増
額
の
理
由
は
何

か
。

人
件
費
の
上
昇
が
主
な
も
の
で
あ

る
。

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
利
用
料
が

増
加
し
て
い
る
が
内
訳
は
。

２
社
の
サ
イ
ト
利
用
で
、
楽
天
が

３
２
５
万
円
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ

ス
が
３
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
把
握
は
で

き
て
い
る
の
か
。

町
に
は
保
健
所
か
ら
、
感
染
者
の

症
状
や
、
濃
厚
接
触
者
の
人
数
な

ど
、個
人
情
報
以
外
の
情
報
が
入
っ

て
く
る
。

８
０
０
０
万
円
の
予
算
に
対
し
、

１
億
７
４
３
０
万
円
の
決
算
に

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

事
業
期
間
半
ば
で
予
算
を
超
え
た

が
、
契
約
上
途
中
で
の
停
止
が
で

き
ず
、
事
業
継
続
支
援
金
の
執
行

残
か
ら
９
４
３
０
万
円
を
流
用
し

た
。

丘
の
上
公
園
（
吉
無
田
郷
）
の
復

旧
費
の
繰
越
明
許
費
は
、
年
度
内

に
発
注
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

発
注
は
で
き
た
が
、
完
成
し
て
い

な
い
の
で
繰
り
越
し
た
。

ＱＡＱＡＱＡ

三
彩
窯
跡
用
地
の
発
掘
計
画
は
。

令
和
３
年
10
～
11
月
に
建
物
以
外

の
宅
地
の
発
掘
を
行
い
、
建
物
部

分
は
解
体
後
行
う
予
定
で
あ
る
。

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と

危
険
な
避
難
所
が
あ
る
が
。

浸
水
想
定
区
域
の
中
に
入
る
避
難

所
が
あ
る
が
、
災
害
の
種
類
や
規

模
に
応
じ
て
避
難
所
の
開
設
を
考

え
る
。
ま
た
、
分
散
避
難
・
垂
直

避
難
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
避
難
方
法

の
周
知
を
図
る
。

ＱＡＱＡ

主
な
質
疑

税
の
公
平
支
出
の
観
点
か
ら
反
対

的
確
な
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
生
活
支

援
や
営
業
支
援
な
ど
の
対
策

が
取
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、

承
認
で
き
な
い
内
容
も
あ
る
。

工
場
等
設
置
条
例
に
基
づ
く

奨
励
金
の
支
出
は
拡
大
解
釈

で
あ
る
点
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
す
べ

て
の
町
民
が
恩
恵
を
受
け
ら

れ
た
事
業
で
は
な
い
点
、
都

市
計
画
西
高
田
線
も
相
当
の

年
数
が
過
ぎ
て
も
進
捗
率
が

進
ま
な
い
点
を
指
摘
し
反
対

す
る
。	

（
河
野
）

　

過
去
最
高
額
で
あ
る
が
増

額
分
の
多
く
は
特
別
定
額
給

付
金
事
業
41
億
円
を
は
じ
め

と
し
た
国
費
・
県
費
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
の
経
済
支
援

策
や
感
染
症
予
防
費
で
、
余

剰
金
が
９
億
円
以
上
あ
り
、
経

常
収
支
比
率
も
改
善
さ
れ
て

い
る
健
全
な
財
政
運
営
で
あ

る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
の
契
約
内
容

な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
の
効
果

も
見
ら
れ
、
使
途
不
明
や
適

法
で
な
い
点
は
な
い
と
判
断

し
承
認
す
る
。	

（
八
木
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

水
道
事
業
コ
ロ
ナ
対
策

コ
ロ
ナ
感
染
者
の
情
報

長
与
三
彩
窯
跡
用
地
計
画

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト
事
業

避

難

所

開

設

都
市
計
画
施
設
災
害
復
旧

し
尿
収
集
運
搬
業
務

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
利
用
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県支出金　29億 2374万円　71.1%

保険給付金　28億 3328万円　70.8%

保険税
8億 4266万円
20.5%

県への納付金
９億 9301万円

24.8%

国保財政は県に移管され安定化
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

認定
賛成12：反対2

国
保
世
帯
数　

４
８
８
３
世
帯　

被
保
険
者
数　

７
９
７
１
人

高
額
療
養
費
の
増
額
の
原
因
は
。

高
齢
者
の
比
率
が
増
え
て
い
る
こ
と

が
影
響
し
て
い
る
。

国
保
財
政
調
整
基
金
の
見
通
し
は
。

国
保
財
政
が
県
に
移
管
さ
れ
た
際
に
、

激
変
緩
和
措
置
に
よ
り
県
へ
の
納
付

金
が
減
額
さ
れ
て
お
り
、
３
億
円
超

の
基
金
残
高
と
な
っ
て
い
る
。
激
変
緩

和
措
置
は
令
和
５
年
度
で
終
了
す
る
。

ＱＡＱＡ 主
な
質
疑

保
険
税
負
担
は
す
で
に
限
界

財
政
面
の
安
定
化
が
図
ら
れ
て
い
る

　

国
保
の
負
担
は
依
然
と
し
て
大
き
く

町
民
は
負
担
の
大
き
さ
に
苦
し
ん
で
い

る
。　

	

（
堤
）

　

国
保
は
平
成
30
年
度
よ
り
県
が
加
わ

り
、
財
政
面
に
お
い
て
安
定
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。
す
ぐ
に
財
政
を
圧
迫
す
る

こ
と
は
な
い
。	

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

繰入金　2億 2982万円　5.6%

基金積立金　9892万円　2.5%

41 億
1043万円

40億
173万円

その他　１億 1421万円　2.8%

その他　7652万円　1.9%

歳入

歳出

令和２年度後期高齢者医療特別会計決算 令和２年度介護保険特別会計決算

歳  入　５億4710万円
歳  出　５億4616万円

歳  入　30億1398万円
歳  出　28億1035万円

制
度
の
改
善
を
求
め
る

広
域
連
合
と
の
連
携
強
化
が
必
要

　

国
民
を
年
齢
で
区
分
け
し
、
分
断
す
る
こ
の
制

度
の
考
え
方
は
世
代
間
で
支
え
合
う
精
神
に
反
す

る
制
度
で
あ
る
。	

（
堤
）

　

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
数
の
増
加
や
医
療
の
高
度

化
を
考
え
る
と
保
健
事
業
と
介
護
予
防
事
業
の
一

体
化
や
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
へ
の
助
成
な
ど
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。	

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

75 歳以上は
5289 人

介護認定者数は
1842 人

認定
賛成12：反対2

全会一致
認定

新
型
コ
ロ
ナ
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
は
な
か
っ

た
か
。

初
め
の
頃
は
通
所
を
控
え
る
人
が
多
か
っ
た
が
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
訪
問
型
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

切
り
替
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

介
護
予
防
事
業
で
、
サ
ロ
ン
な
ど
の
集
ま
り
に
影

響
は
な
か
っ
た
か
。

色
々
な
介
護
予
防
事
業
が
開
催
で
き
な
い
状
況

だ
っ
た
が
、
感
染
症
予
防
や
運
動
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
脳
ト
レ
の
資
料
な
ど
を
郵
送
す
る
こ
と
で
、

自
宅
で
の
介
護
予
防
の
取
組
を
行
っ
た
。

ＱＡＱＡ 主
な
質
疑
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高田南土地区画整理　計画年度どおりの完成を　

安全な水の供給と経営の維持

令
和
２
年
度
末
工
事
進
捗
率
（
工
事
ベ
ー
ス
）

　
　
道
路
築
造　
57
・
４
％　
　
　
宅
地
造
成　
59
・
６
％

令和２年度土地区画整理事業特別会計決算　 歳入 ９億 9625 万円　歳出 ９億 8935 万円

認定
賛成12：反対2

進
捗
状
況
が
微
増
だ
が
、
令

和
６
年
度
末
に
は
１
０
０
％

に
な
る
の
か
。

今
は
基
盤
整
備
中
心
で
進
捗

が
少
な
い
が
、
６
年
度
末
に

は
１
０
０
％
に
近
い
形
に
な

る
と
思
う
。

ＱＡ 主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

　

本
事
業
の
莫
大
な
費
用
は
、

住
民
生
活
向
上
や
生
活
環
境
整

備
に
使
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

真
に
幸
福
度
が
日
本
一
と
思
え

る
町
に
近
づ
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。	

（
河
野
）

　

一
括
施
工
の
手
法
に
よ
る
令

和
６
年
度
完
成
に
向
け
て
、
国

の
予
定
さ
れ
て
い
る
補
助
金
確

保
に
一
層
の
力
を
注
ぐ
こ
と
を

要
望
す
る
。	

（
竹
中
）

反
対
討
論

賛
成
討
論

町
の
財
政
を
圧
迫
す
る
事
業

補
助
金
確
保
に
一
層
の
力
を

●
用
語
解
説

収
益
的
収
支
…
主
に
維
持
管
理
関
係
　
　
　
　
資
本
的
収
支
…
主
に
設
備
投
資
関
係

　
収
益
的
収
入
…
使
用
料
、
負
担
金
等
　
　
　
　
資
本
的
収
入
…
補
助
金
、
借
入
金

　
収
益
的
支
出
…
維
持
管
理
費
、
人
件
費
　
　
　
資
本
的
支
出
…
事
業
費
、
償
還
金

全会一致
認定

収
益
的
収
入　

８
億
２
６
３
５
万
円

収
益
的
支
出　

６
億
５
８
５
４
万
円

資
本
的
収
入　

１
億
５
２
９
６
万
円

資
本
的
支
出　

２
億
６
２
９
２
万
円

営
業
利
益
が
前
年
度
決
算
よ
り

大
き
く
増
え
た
理
由
は
何
か
。

令
和
元
年
度
が
極
端
に
少
な

か
っ
た
事
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
家
に
い
る
時
間
が

長
く
な
り
、
水
使
用
量
が
増
え

た
も
の
と
考
え
る
。

資
本
的
収
入
の
支
出
で
の
執
行

残
の
理
由
は
何
か
。

高
田
踏
切
拡
幅
工
事
の
一
環
で

埋
設
工
事
を
予
定
し
て
い
た

が
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
整
わ
ず

工
事
が
行
え
な
か
っ
た
。

ＱＡＱＡ

収
益
的
収
入　

10
億
５
１
１
５
万
円

収
益
的
支
出　

９
億
４
３
７
１
万
円

資
本
的
収
入　

２
億
６
８
８
８
万
円

資
本
的
支
出　

４
億
６
７
９
６
万
円

下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
は
ど

う
か
。

減
価
償
却
が
多
く
、
現
金
の
支

出
が
な
い
経
費
な
の
で
営
業
利

益
で
は
損
失
だ
が
、
経
常
収

支
も
含
め
最
終
的
に
は
利
益
に

な
っ
て
い
る
の
で
問
題
な
い
。

建
設
改
良
費
の
執
行
残
は
入
札

に
よ
る
も
の
な
の
か
。

入
札
減
に
よ
る
執
行
残
と
な
っ

て
い
る
。

ＱＡＱＡ

令
和
２
年
度

　
水
道
事
業
会
計
決
算

令
和
２
年
度

　
下
水
道
事
業
会
計
決
算

工事が進む高田南土地区画整理事業
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人
事
案
件

　
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
議
案
が
提
出

さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

仁に

田た

千ち

都づ

子こ  
氏
（
吉
無
田
郷
）

　
法
務
大
臣
に
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
を
行
う
た
め
の
議
案

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

荒あ
ら

木き

　
重し
げ

臣お
み  

氏
（
高
田
郷
）

教
育
委
員

人
権
擁
護
委
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
県
が
発
出
し
た
営

業
時
間
短
縮
要
請
に
応
じ
た
町
内
の
飲
食
店
な
ど
へ
の
協
力

金
が
、
速
や
か
な
給
付
の
た
め
に
専
決
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

要
請
期
間
の
延
長
・
再
延
長
が
あ
っ
た
た
め
計
３
回
で
、
事

業
総
額
の
７
２
８
２
万
８
千
円
は
全
額
が
県
か
ら
の
補
助
金

で
す
。

　

６
９
４
万
５
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
は

１
４
６
億
３
９
１
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
漁
船
の
違
法
操
業
の
増
加
を
背
景
に
、
日
本
の
周
辺

海
域
で
の
日
本
の
漁
業
者
の
安
全
確
保
を
国
に
要
望
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

賛
否
同
数
で
あ
っ
た
た
め
地
方
自
治
法
第
１
１
６
条
１
項

に
よ
り
議
長
裁
決
と
な
り
、
議
長
が
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

請
願
者　
日
本
会
議
長
崎
・
西
そ
の
ぎ
支
部　
山
川
洋
一
・
井
上
弘
喜

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

我
が
国
の
領
海
・
排
他
的
水
域
で
の
安
全
な
漁
業
活

動
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

時
短
協
力
金
を
専
決
処
分

空
き
家
の
実
態
調
査
な
ど

可
否
同
数
で
議
長
裁
決

全会一致
承認

全会一致
可決

不採択
賛成7：反対7

空
き
家
住
宅
等
実
態
把
握
調
査
の
期
間
と
、
そ
の
後
の

空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

入
札
で
業
者
を
選
定
次
第
、
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
１
月
に
は
計
画
を
策
定
し
た
い
。

緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
（
※
）
補
助
は
国
の
基
準

に
基
づ
く
も
の
か
。ま
た
、何
人
分
を
想
定
し
て
い
る
か
。

町
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
で
、
５
人
分
を
予
算

計
上
し
て
い
る
。

ＱＱＡＱＡ 主
な
質
疑

※
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　

自
分
を
介
護
す
る
家
族

が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染

し
、
自
分
も
濃
厚
接
触
者

と
判
断
さ
れ
た
要
介
護
者

の
た
め
の
一
時
的
な
短
期

入
所
介
護
や
訪
問
介
護
。

　

漁
業
の
安
全
は
重
要
だ
が
本
請
願
が
国
に
求
め
る
中

国
へ
の
抗
議
や
海
上
警
備
強
化
は
既
に
十
分
行
わ
れ
て

い
る
。	

（
八
木
）

　

排
他
的
経
済
水
域
の
問
題
は
国
が
外
交
問
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
本
町
の
公
益
に
直
接
関
連
が
な
い
。

	

（
竹
中
）

　

国
・
県
の
水
産
業
発
展
が
阻
害
さ
れ
れ
ば
本
町
住
民

に
も
影
響
が
あ
り
得
る
。
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
賛
成

す
る
。	

（
浦
川
）

　

漁
業
関
連
に
従
事
す
る
本
町
住
民
の
公
益
に
資
す

る
。
中
国
の
不
当
な
態
度
を
変
え
る
た
め
に
力
を
尽
く

す
べ
き
。	

（
堤
）

　

今
止
め
な
け
れ
ば
中
国
の
不
当
な
領
有
権
主
張
が
拡

大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
本
町
の
経
済
発
展
に
も
つ
な

が
る
。	

（
金
子
）

反
対
討
論

賛
成
討
論
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令和３年第４回臨時会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果
第３９号 長与小学校体育館改修工事請負契約の締結について 可決（全会一致）

第４０号 都市計画道路西高田線整備計画に伴う高田踏切拡幅工事の施行協定の締結について 可決（全会一致）
第４１号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

令和３年第３回定例会の議案および議決結果
議案番号 議　　案 審議結果
請願第１号 我が国の領海・排他的水域での安全な漁業活動の実現を求める意見書提出についての請願 不採択

第４２号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求めることについて 承認（全会一致）

第４３号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第４号）の専決処分の承認を求めることについて 承認（全会一致）

第４４号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認を求めることについて 承認（全会一致）

第４５号 押印及び署名の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例 可決（全会一致）

第４６号 長与町開発行為に関する条例 可決（全会一致）

第４７号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第６号） 可決（全会一致）

第４８号 令和３年度長与町駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第４９号 令和３年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第５０号 令和３年度長与町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第５１号 令和３年度長与町介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決（全会一致）

第５２号 令和３年度長与町水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第５３号 令和３年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決（全会一致）

第５４号 令和２年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５５号 令和２年度長与町駐車場事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全会一致）

第５６号 令和２年度長与町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５７号 令和２年度長与町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第５８号 令和２年度長与町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定（全会一致）

第５９号 令和２年度長崎都市計画事業長与町土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

第６０号 令和２年度長与町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定（全会一致）

第６１号 令和２年度長与町下水道事業剰余金の処分及び決算認定について 可決・認定（全会一致）

第６２号 町道路線の認定について 可決（全会一致）

第６３号 長与町教育委員会委員の任命について 同意（全会一致）

第６４号 人権擁護委員の推薦について 適任（全会一致）

第６５号 令和３年度長与町一般会計補正予算（第７号） 可決（全会一致）
発委３号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書 可決（全会一致）

賛否が分かれた議案（〇賛成　▼反対　■棄権　◆除斥　―欠席）　議長は原則採決に加わらないため※で表示

議案番号

八
木
　
亮
三

松
林
　
　
敏

西
田
　
　
健

浦
川
　
圭
一

中
村
　
美
穂

安
部
　
　
都

内
村
　
博
法

安
藤
　
克
彦

金
子
　
　
恵

岩
永
　
政
則

堤
　
　
理
志

河
野
　
龍
二

吉
岡
　
清
彦

竹
中
　
　
悟

西
岡
　
克
之

山
口
憲
一
郎

審議結果

請願第１号 ▼ 〇 ▼ 〇 ▼ ― ▼ 〇 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ ▼ ▼ 不採択

第５４号 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 〇 ※ 認定

第５６号 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 〇 ※ 認定

第５７号 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 〇 ※ 認定
第５９号 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ▼ ▼ 〇 〇 〇 ※ 認定

■棄権：議員自らの意思により表決に参加しないこと。　◆除斥：議員は自らに利害関係のある事件の議事に参与することができないこと。



2021年（令和３年）９月定例会　ながよ町議会だより　No.179 8

一般質問の動画にリンクしたＱＲコードを掲載しております。ぜひご覧ください。掲載ページ

一 般 質 問

９ 内　村　博　法 議員
① 医療的ケア児への支援について
② ヤングケアラーへの支援について
③ 長与町第３次地域福祉計画の策定について

10 八　木　亮　三 議員
① 高齢者が楽しく、健康に、安心して暮らせる町づくりについて
② 人口維持のための移住・定住政策について

11 吉　岡　清　彦 議員
① 健康宣言後の新たな事業の取り組みと、住民の意識向上について
② 盛土や、造成の対策について
③ 危険なバス停対策について

12 岩　永　政　則 議員
① 民間企業との包括連携協定について
② 椿林土地区画整理事業等について

13 松　林　　　敏 議員
① 本町の公共施設老朽化と更新計画について
② 粗大ごみ拠点回収の廃止について

14 西　岡　克　之 議員
① 環境問題について
② 所有者不明土地の取り扱いについて

15 中　村　美　穂 議員
① 町職員の職場環境、働き方について
② 子ども会の現状について

16 西　田　　　健 議員
① 支援・援助を必要とする方々への行政の関わりについて
② 町の防災計画について

17 堤　　　理　志 議員 ① 植栽整備、景観の向上について

18 安　藤　克　彦 議員
① 本町における墓地の在り方について
② 学校給食費公会計化の進捗状況について
③ 町立小中学校特別教室のエアコン設置について

19 河　野　龍　二 議員
① イノシシ対策について
② 私有地の災害復旧支援について

11人 が 問う

一 般 質 問
質問は、行財政全般にわたって議員主導の政策論議をするもので、議
員も執行側も十分な準備を必要とすることから、事前通告制です。
制限時間６０分の範囲内で、一問一答制をとっています。

一 般 質 問
の 記 事

質問した議員が実際のやりとりの範囲内で執筆したものです。
原稿は、原則として１０００文字以内に要約したもので、原文を尊重
して掲載しています。

会議録の閲覧
会議録は、長与町図書館、長与北部地区多目的研修集会施設、高田地区
公民館、上長与地区公民館、長与町議会ホームページで閲覧できます。

会 議 の
中 継・ 配 信

本会議の模様を、YouTube でライブ配信・録画配信しています。ご自
宅のパソコンやタブレットなどからもご覧になれます。



9

回答

No.179　ながよ町議会だより　2021年（令和３年）９月定例会

の
う
ち
実
際
に
看
護
師
の
配
置
を

行
っ
て
い
る
の
は
１
人
で
あ
る
。

■	

議
員　

医
療
的
ケ
ア
児
の
保

護
者
に
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
て
い
る
の
か
。

■	

こ
ど
も
政
策
課
長　

９
人
の

う
ち
８
人
が
支
給
を
受
け
て
い
る
。

１
人
は
支
給
基
準
に
該
当
し
な
い

た
め
支
給
を
受
け
て
い
な
い
。

■	

議
員　

本
町
の
支
援
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

課
長　

地
域
自
立
支
援
協
議

会
の
こ
ど
も
部
会
で
協
議
し
て
い

る
。

■	

議
員　

障
害
や
病
気
の
あ
る

家
族
の
介
護
や
世
話
を
し
て
い
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
指
す
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
医
療

的
ケ
ア
児
と
同
様
に
大
変
厳
し
い

生
活
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、
実

態
把
握
と
支
援
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る
。
本
町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

■	

議
員　

た
ん
の
吸
引
や
人
工

呼
吸
器
装
着
な
ど
の
医
療
行
為
が

日
常
的
に
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
児

と
そ
の
家
族
に
対
す
る
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
法
が
６
月
に
成
立
し

た
。
大
変
厳
し
い
生
活
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ

い
て
は
実
態
把
握
と
支
援
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。
医
療
的
ケ
ア
児
は

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
全

国
に
約
２
万
人
い
る
と
さ
れ
る

が
、
本
町
の
医
療
的
ケ
ア
児
の
実

態
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

■	

町
長　

現
在
、
把
握
し
て
い

る
医
療
的
ケ
ア
児
は
９
人
で
、
そ

■	

町
長　

５
人
を
可
能
性
が
あ

る
児
童
・
生
徒
と
し
て
推
察
し
て

い
る
。

■	

議
員　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

対
す
る
本
町
の
取
組
は
ど
の
よ
う

な
体
制
で
行
っ
て
い
る
か
。

■ 

こ
ど
も
政
策
課
長　

要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
で
対
応
す

る
。

■	

議
員　

社
会
福
祉
法
に
基
づ

く
本
町
の
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い

て
は
平
成
28
年
度
か
ら
６
年
間
の

計
画
で
あ
る
第
２
次
地
域
福
祉
計

画
が
今
年
度
で
終
了
し
、
来
年
度

か
ら
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
が
ス

タ
ー
ト
す
る
。
第
３
次
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
に
向
け
た
日
程
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
で
審
議
し
、
来
年
１
月
に
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
の
上
、

３
月
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

■	
議
員　
西
海
市
や
雲
仙
市
で
は

新
規
施
策
と
し
て
地
域
福
祉
計
画

の
中
に
再
犯
防
止
や
自
殺
防
止
対

策
な
ど
を
導
入
し
て
い
る
。
特
に

再
犯
防
止
に
つ
い
て
は
再
犯
防
止

推
進
法
に
基
づ
き
、
各
自
治
体
は

再
犯
防
止
推
進
計
画
を
定
め
る
努

力
義
務
が
あ
り
、
県
は
今
年
３
月

に
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。
本
町

で
も
県
や
他
自
治
体
を
参
考
に
し

て
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

国
お
よ
び
県
の
再
犯

防
止
推
進
計
画
を
勘
案
し
、
第
３

次
地
域
福
祉
計
画
に
盛
り
込
む
こ

と
に
し
て
い
る
。

答 問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
は

５
人
と
推
察
し
て
い
る

答 問
第
３
次
地
域
福
祉
計
画

の
作
成
日
程
は

来
年
３
月
に
策
定
予
定

医療的ケア児の実態は

９人把握している
内
うちむら

村　博
ひろのり

法 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

医療的ケア児の推計値（厚生労働省ホームページより）

再犯防止は、安全で安心な社会の実現に向けた取組です
（法務省ホームページより）
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■	

議
員　

高
齢
者
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
町
な
か
に
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
が
、

本
町
で
行
う
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　

高
齢
者
以
外
も
休
憩

で
き
て
よ
い
と
思
う
が
設
置
場
所

や
管
理
な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
今

後
、
要
望
が
多
く
あ
れ
ば
対
応
し

た
い
。

■	

議
員　

大
阪
府
島
本
町
に
65

歳
以
上
の
人
や
障
害
者
が
無
料
で

利
用
で
き
る
福
祉
バ
ス
が
あ
る
。

同
様
の
バ
ス
の
導
入
は
で
き
な
い

か
。

■	

町
長　

運
行
条
件
や
費
用
な

ど
、
他
自
治
体
を
参
考
に
研
究
し

て
い
く
。

■	

議
員　

現
在
、
高
齢
者
へ
年

間
１
５
０
０
円
分
の
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
が
あ
る
が
、
同
額

分
の
ガ
ソ
リ
ン
券
の
方
が
有
用
だ

と
い
う
声
が
あ
る
。
助
成
内
容
の

追
加
・
変
更
は
で
き
な
い
か
。

■	

町
長　

高
齢
者
の
自
動
車
運

転
を
推
奨
す
る
こ
と
に
な
る
と
い

う
点
か
ら
難
し
い
。

■	

議
員　

ガ
ソ
リ
ン
代
補
助

の
方
が
よ
い
と
い
う
声
に
は
、

１
５
０
０
円
と
い
う
交
通
費
助
成

金
額
の
少
な
さ
も
理
由
に
あ
る
。

国
の
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付

金
を
活
用
し
て
も
う
少
し
増
額
で

き
な
い
か
。

■	

介
護
保
険
課
長　

交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
他
県
も
含
め

た
他
自
治
体
の
活
用
状
況
を
参
考

に
今
後
検
討
し
た
い
。

■	

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
高
齢

者
が
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
に
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
メ
リ
ッ
ト
や
使
い
方
を

町
が
高
齢
者
へ
説
明
・
普
及
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
の
普

及
率
な
ど
具
体
的
な
数
値
目
標
を

立
て
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

数
値
目
標

は
定
め
て
い
な
い
が
、
地
域
情
報

化
の
推
進
は
基
本
構
想
に
も
掲
げ

て
お
り
取
組
を
進
め
て
い
る
。

■	
議
員　

今
年
度
か
ら
の
新
た

な
基
本
構
想
で
は
10
年
後
の
目
標

人
口
が
４
万
２
千
人
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
実
に
は
こ
こ
２
年
間
で

５
６
８
人
減
少
し
て
い
る
。
人
口

増
に
成
功
し
て
い
る
自
治
体
を
見

る
と
福
祉
や
教
育
な
ど
の
様
々
な

施
策
の
充
実
が
複
合
的
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
本
町
も
縦
割
り
で

は
な
く
全
庁
横
断
的
に
取
り
組
む

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

こ
れ
ま
で
も
様
々
な

施
策
や
事
業
を
取
り
ま
と
め
た
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
を
策
定
し
進
め
て
き
た
。
今
後

も
各
種
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総

合
的
に
推
進
し
て
い
く
。

■	

議
員　

現
実
的
に
は
人
口
維

持
・
増
加
は
難
し
い
と
思
う
が
、

諦
め
ず
行
政
も
議
会
も
目
標
に
向

か
っ
て
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。
今
の
本
町
は
何
か
ら
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

若
者
を
含

む
住
民
や
移
住
希
望
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
移
住
相
談

会
や
子
育
て
世
代
移
住
支
援
金
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
分
析
を
基
に
具

体
的
な
事
業
の
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

答 問
人
口
の
維
持
・
増
加
に

ど
う
取
り
組
む

調
査
結
果
を
分
析
し

事
業
を
検
討
す
る

町なかに高齢者のためのベンチを

要望が増えたら対応していく
八
や

木
ぎ

　亮
りょうぞう

三 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

ベンチで休める　高齢者にやさしい町に
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が
多
く
、
一
定
の
健
康
意
識
向
上

の
効
果
は
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い

る
。

■	

議
員　

町
制
施
行
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
で
助
成
事
業
が
あ

り
、
長
与
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
仲
よ
し

サ
ロ
ン
で
、
町
内
の
神
社
め
ぐ
り

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
カ
ー
ド
を
作
成
し

た
。
そ
こ
で
健
康
増
進
に
向
け
て

神
社
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　
神
社
に
特
化
し
た
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
作
成
し
な
い

が
、
既
存
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
更
新
す
る
際
に
神
社
の
位
置

を
記
載
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

く
。

■	

議
員　

２
０
１
９
年
（
平
成

31
年
）
２
月
に
長
与
町
健
康
の
ま

ち
宣
言
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

新
た
な
事
業
に
ど
う
取
り
組
ん
で

き
た
か
。
ま
た
そ
の
効
果
は
ど
う

か
。

■	

町
長　

こ
の
宣
言
を
機
に
既

存
の
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
開
始
し
た
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
増
員
や
、
健
康
相

談
の
拡
充
、
特
定
健
診
の
委
託
医

療
機
関
の
拡
大
、
保
健
指
導
事
業

の
人
員
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、

平
成
30
年
度
８
０
０
人
、
31
年
度

７
０
０
人
、
令
和
２
年
度
５
０
０

人
、
令
和
３
年
度
は
８
月
末
現
在

約
３
０
０
人
と
、
累
計
２
３
０
０

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

■	

議
員　

住
民
の
健
康
へ
の
意

識
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
。

■	

町
長　

健
康
の
ま
ち
宣
言
の

主
要
な
事
業
に
位
置
付
け
て
い
る

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
健
康
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

「
家
族
や
知
人
と
健
康
に
つ
い
て

話
す
こ
と
が
増
え
た
」
と
の
回
答

■	

議
員　

熱
海
市
で
盛
土
が
原

因
で
事
件
、
事
故
が
発
生
し
た
。

本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
て
い
る
の
か
。

■	

町
長　

７
月
３
日
に
発
生
し

た
熱
海
市
に
お
け
る
土
石
流
災
害

を
受
け
て
、
長
崎
県
で
は
緊
急
点

検
を
実
施
し
た
。
対
象
は
、
県
内

の
大
規
模
盛
土
造
成
地
の
う
ち
土

砂
災
害
警
戒
区
域
内
、
あ
る
い
は

そ
の
上
流
部
に
あ
る
も
の
で
、
現

地
で
目
視
に
て
変
状
の
有
無
を
確

認
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
は

３
カ
所
が
該
当
し
て
い
た
が
、
異

常
は
な
か
っ
た
。
今
後
も
県
や
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

■	

議
員　

不
明
者
の
公
表
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

取
っ
て
い
る
の
か
。

■	

町
長　

令
和
３
年
６
月
に
、

災
害
時
の
死
者
・
行
方
不
明
者
の

氏
名
等
公
表
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
策
定
さ
れ
た
。
原
則
と
し
て

公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

国
土
交
通
省
の
調
査

で
「
危
険
な
バ
ス
停　
全
国
１
万

強
」
と
の
記
事
が
出
て
い
た
が
、

本
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

３
カ
所
あ
っ
た
が
、

安
全
確
保
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

神社のウォーキングマップ作成を

更新する際に記載を検討する このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。吉

よし

岡
おか

　清
きよ

彦
ひこ

 議員

答 問
盛
土
や
造
成
の
対
策
は

ど
う
か

県
や
関
係
機
関
と

協
力
し
対
応
す
る

答 問
危
険
な
バ
ス
停

状
況
は

対
策
を
講
じ
て
い
る

神
社
巡
り
マ
ッ
プ
を

不
明
者
の
公
表
は

健康増進と歴史認識を
神社巡りウォーキングで！

バス停と横断歩道を離し、安全を確保しました（岡郷　総合公園バス停）
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し
な
け
れ
ば
、
事
業
が
着
手
で
き

な
い
の
か
。

■	

町
長　

事
業
は
現
在
着
手
さ

れ
て
お
り
、
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

適
正
な
処
理
、
処
分
を
行
う
よ
う

検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

■	

議
員　

廃
棄
物
は
長
崎
市
の

責
任
と
判
断
す
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

■	

町
長　

組
合
が
長
崎
市
と
協

議
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

民
間
企
業
と
の
包
括

連
携
協
定
が
近
年
各
自
治
体
で
結

ば
れ
て
い
る
。こ
の
連
携
協
定
は
、

環
境
・
福
祉
・
防
災
・
町
づ
く
り

な
ど
、
自
治
体
と
民
間
企
業
が
双

方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
課
題

解
決
に
向
け
て
連
携
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。
本
町
に
お
け
る
連
携

協
定
は
ど
う
か
。

■	
町
長　

本
町
に
お
け
る
包
括

連
携
協
定
は
、
日
本
郵
便
株
式
会

社
と
の
１
件
で
あ
る
。
こ
の
協
定

は
協
働
に
よ
る
活
動
を
通
し
て
、

地
域
の
活
性
化
お
よ
び
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
連
携
の
事
項
は
、
①
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
②
地
域
経

済
活
性
化
③
未
来
を
担
う
子
ど
も

の
育
成
④
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
と
な
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

こ
の
協
定
は
町
民
の

た
め
の
行
政
執
行
の
一
つ
の
手
段

で
あ
る
。
町
民
へ
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

■	

町
長　

町
民
に
対
し
て
は
、

広
報
誌
に
て
知
ら
せ
て
い
る
。

■	

議
員　

包
括
連
携
協
定
の
効

果
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

町
民
の
安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
の
実
現
や
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

今
後
ど
の
よ
う
な
包

括
協
定
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

■	

町
長　

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
経

営
資
源
を
活
用
し
合
う
こ
と
で
課

題
の
解
決
や
ま
ち
づ
く
り
の
一
助

と
な
る
よ
う
な
提
案
が
あ
れ
ば
、

協
定
の
締
結
を
検
討
す
る
。

■	

議
員　

高
田
郷
の
椿
林
土
地

区
画
整
理
事
業
は
、
数
十
年
前
か

ら
有
効
な
土
地
利
用
が
求
め
ら
れ

て
き
た
。
現
在
、
組
合
に
よ
る
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
大

変
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
区
域

内
の
道
路
や
上
下
水
道
な
ど
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

■	

町
長　

道
路
・
上
下
水
道
施

設
は
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。

■	

議
員　

町
負
担
の
概
算
額
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　
町
の
負
担
額
は
な
い
。

■	

議
員　

こ
の
区
画
整
理
事
業

地
内
に
廃
棄
物
が
あ
る
。
廃
棄
物

は
プ
ラ
ご
み
、
木
材
な
ど
で
、
旧

長
崎
市
営
の
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
の

も
の
で
は
な
い
か
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
廃
棄
物
の
あ
る
面
積
・

量
は
い
く
ら
か
。

■	

町
長　

組
合
か
ら
報
告
を
受

け
て
い
な
い
。

■	

議
員　

こ
の
廃
棄
物
を
除
去

答 問
椿
林
区
画
整
理
事
業
の

町
負
担
は

町
の
負
担
額
は
な
い

包括連携協定の効果は

町民の安心安全に寄与
岩
いわなが

永　政
まさのり

則 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

椿林区画整理地内にゴミ
誰が捨てたのか

市のコンポストからとのこと？
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■	

議
員　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

は
あ
と
10
年
で
目
標
使
用
年
数
に

達
す
る
が
、
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
で
は
令
和
９
年
度
か
ら
検
討

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
公

共
施
設
の
更
新
で
は
、利
用
状
況・

人
口
の
推
移
の
見
通
し
・
類
似
施

設
の
統
廃
合
・
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ

の
活
用
な
ど
、
検
討
す
べ
き
要
因

が
多
い
の
で
、
最
良
な
更
新
計
画

を
立
て
る
た
め
に
早
く
か
ら
始
め

て
余
裕
を
持
っ
て
検
討
を
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
の
整
備
計
画
は
、
適
切

な
時
期
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

■	

議
員　

公
共
施
設
の
目
標
使

用
年
数
を
65
年
と
し
、
学
校
施
設

の
目
標
は
80
年
と
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
。

■	

議
員　

高
田
小
学
校
体
育
館

は
下
の
道
路
か
ら
見
る
と
、
古
い

擁
壁
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
４
メ
ー
ト

ル
程
度
あ
り
、
そ
の
上
に
体
育
館

の
基
礎
が
４
メ
ー
ト
ル
程
度
あ

る
。
危
険
で
は
な
い
か
。

■	

教
育
総
務
課
長　

耐
震
診
断

の
中
で
柱
の
圧
縮
強
度
の
検
査
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
耐
震

補
強
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
今
の

基
準
に
適
合
し
て
い
る
。

■	

議
員　

令
和
４
年
度
か
ら
粗

大
ご
み
の
拠
点
収
集
が
廃
止
さ
れ
、

戸
別
有
料
収
集
と
ク
リ
ー
ン
パ
ー

ク
長
与
へ
の
持
ち
込
み
に
集
約
さ

れ
る
。
多
く
の
住
民
に
は
な
じ
み

の
な
い
こ
の
２
つ
の
方
法
の
周
知

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

広
報
紙
、
回
覧
板
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、

ま
た
、
自
治
会
や
各
種
団
体
な
ど

へ
の
説
明
会
の
開
催
を
考
え
て
い

る
。

■	

議
員　

粗
大
ご
み
の
捨
て
方

の
周
知
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

に
、
無
料
券
の
配
布
が
有
効
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

■	

住
民
環
境
課
長　

無
料
と
い

う
の
は
難
し
い
。

■	

議
員　

粗
大
ご
み
拠
点
収
集

の
廃
止
を
き
っ
か
け
に
、
ご
み
の

不
法
投
棄
が
増
加
し
な
い
か
。

■	

町
長　
看
板
設
置
や
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
る
。
不
法
投
棄
の

対
応
は
初
動
が
重
要
と
考
え
て
お

り
、早
急
な
現
場
の
確
認
、保
健
所・

警
察
関
係
機
関
と
共
に
対
応
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
連
携
と
共
に

関
係
機
関
と
綿
密
な
連
携
を
も
っ

て
対
策
を
進
め
て
い
く
。

こ
の
15
年
の
差
の
根
拠
は
何
か
。

■	

教
育
長　

文
部
科
学
省
の
手

引
き
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ

び
鉄
筋
の
強
度
が
確
保
さ
れ
る
場

合
に
は
、
技
術
的
に
は
１
０
０
年

以
上
持
た
せ
る
よ
う
な
長
寿
命
化

も
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
本
町
学

校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
お
い

て
は
、
構
造
躯
体
の
健
全
性
の
評

価
を
考
慮
し
目
標
使
用
年
数
を
80

年
と
し
て
い
る
。

■	

議
員　

旧
長
与
小
学
校
が
48

年
程
度
で
更
新
さ
れ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
80
年
使
用
す
る
た
め
に

は
維
持
費
も
相
当
に
か
か
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

■	
教
育
次
長　

町
内
小
中
学
校

の
構
造
躯
体
の
健
全
性
の
評
価
も

考
慮
し
て
長
寿
命
化
の
判
定
を
し

答 問
粗
大
ご
み
拠
点
収
集

廃
止
の
周
知
は

広
報
紙
や
説
明
会

な
ど
で
周
知
す
る

公共施設の更新検討を早めよ

適切な時期に検討を進めていく
松
まつばやし

林　 敏
さとし

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

無
料
券
の
配
布
は

安全管理はしっかりと
（高田小学校体育館）

周知の徹底を望む
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定
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
を
検
討
し
、
協
議
を
重
ね
、
令

和
４
年
度
末
の
計
画
策
定
を
予
定

し
て
い
る
。

■	

議
員　

ご
み
減
量
化
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

来
年
度
か
ら
実
施
す

る
紙
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
と

粗
大
ご
み
の
収
集
方
法
変
更
が
減

量
化
へ
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

■	

議
員　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
長

与
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と
今
後

の
削
減
目
標
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

現
在
排
出
量
の
算
定

や
削
減
目
標
の
設
定
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
協
議
を
重
ね
て
い

く
。

■	

議
員　

２
０
４
０
年
に
は
、

国
内
の
所
有
者
不
明
土
地
の
面
積

を
合
計
す
る
と
北
海
道
と
同
程
度

に
な
る
と
の
予
測
も
あ
る
。ま
た
、

公
共
事
業
を
行
う
と
き
に
用
地
取

得
が
進
ま
ず
、
円
滑
な
事
業
の
遂

行
が
で
き
な
く
な
り
、
労
力
と
時

間
を
費
や
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね

な
い
。
本
町
の
現
状
と
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
を
尋

ね
る
。

■	

町
長　

本
町
で
は
町
内
全
域

で
地
籍
調
査
を
終
え
て
お
り
、
相

続
未
登
記
に
よ
り
公
共
事
業
に
影

響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い

と
考
え
る
。
固
定
資
産
税
課
税
に

関
し
て
は
、
所
有
者
の
死
亡
が
判

明
し
た
場
合
、
相
続
人
調
査
を
行

い
、
使
用
者
、
所
有
者
を
探
索
し
、

関
係
法
令
に
よ
り
的
確
な
課
税
客

体
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

■	

議
員　

高
田
南
土
地
区
画
整

理
事
業
区
域
内
に
は
該
当
案
件
は

な
い
か
。

■	

都
市
計
画
課
長　

現
在
、
意

向
確
認
を
し
て
い
る
の
で
、
今
の

と
こ
ろ
は
な
い
。

答 問
所
有
者
不
明
土
地

対
策
は

国
の
動
き
を
見
な
が
ら

対
応
す
る

■	

議
員　

近
年
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
著
し
い
気
候
変
動
が
頻
繁

に
起
き
て
い
る
。
本
年
８
月
の
豪

雨
で
本
町
で
も
崖
崩
れ
が
数
カ
所

起
き
た
。
ま
た
、
本
県
で
も
同

じ
よ
う
に
豪
雨
で
崖
崩
れ
が
発

生
し
、
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ

た
。
他
に
も
家
屋
な
ど
の
浸
水

被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
常
気
象
の

原
因
の
一
つ
が
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
に
よ
る
温
暖
化
現
象
と
言
わ

れ
て
お
り
、
い
か
に
し
て
二
酸
化

炭
素
を
削
減
し
て
い
く
か
が
温
暖

化
を
く
い
止
め
る
一
つ
の
指
標
と

な
る
。
国
も
首
相
が
２
０
５
０
年

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
宣
言
を
し
た
。
本
町
は
行

政
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
実

施
す
る
の
か
。
ま
た
、
私
た
ち
住

民
は
ど
の
よ
う
な
努
力
を
す
れ
ば

い
い
か
尋
ね
る
。

■	

町
長　

現
在
行
っ
て
い
る
ご

み
分
別
、
資
源
回
収
、
ク
ー
ル
・

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
が
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
一
つ
の
方
策
で
あ
る
。
今

後
、
過
去
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
算
定
を
行
い
、
削
減
目
標
設

どう取り組む 二酸化炭素排出削減

ごみ削減などで取り組む
西
にし

岡
おか

　克
かつ

之
ゆき

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

どうする？年々増える所有者不明土地
（出典　公明新聞）
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は
進
ん
で
い
る
の
か
。

■	

町
長　

４
月
下
旬
よ
り
試
験

運
用
を
行
い
、
６
月
よ
り
本
格
運

用
を
開
始
し
た
。
利
用
延
べ
人
数

は
95
人
で
、
全
庁
的
に
浸
透
し
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
の
職
員
の
他
部
局
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

■	

町
長　

災
害
警
戒
本
部
を
設

置
し
、
避
難
所
に
つ
い
て
は
今
年

度
よ
り
部
局
単
位
で
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

住
民
に
対
し
て
ホ
テ

ル
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
様
な
対

応
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
心
に

余
裕
が
な
い
と
対
応
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

■	

町
長　

激
甚
化
し
た
災
害
対

応
に
つ
い
て
、
各
部
課
が
横
断
的

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
原
点
だ

と
思
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

現
在
の
職
員
数
は
何

人
か
。

■	

町
長　
２
３
３
人
で
あ
る
。

■	

議
員　

職
員
定
数
を
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

■	

町
長　

定
年
延
長
制
度
の
導

入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お

り
、
職
員
定
数
を
見
定
め
て
い
る

段
階
で
あ
る
。

■	

議
員　

時
間
外
勤
務
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

■	

町
長　

過
去
５
年
間
を
比
較

す
る
と
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
新
規
事
業
が
増
え
た

た
め
令
和
２
年
度
は
増
え
て
い

る
。

■	

議
員　

遅
い
時
間
に
役
場
の

電
気
が
点
い
て
い
る
の
を
見
る

と
、
帰
れ
な
い
職
員
が
い
る
の
を

心
配
す
る
が
、
現
状
の
把
握
や
改

善
に
向
け
て
の
取
組
は
し
て
い
る

の
か
。

■	

総
務
課
長　

業
務
の
分
担
や

平
準
化
を
各
所
管
課
と
確
認
し
、

ノ
ー
残
業
デ
ー
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
で
長
時
間
労
働
の
是
正
を

図
っ
て
い
る
。

■	

議
員　

職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク

■	

議
員　

現
在
の
子
ど
も
会
の

数
、
加
入
者
数
は
何
人
か
。

■	

教
育
長　
子
ど
も
会
の
数
は
24

自
治
会
で
、
加
入
者
数
は
８
０
０

人
で
あ
る
。

■	

議
員　

減
少
し
て
い
る
要
因

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

■	

教
育
長　

子
ど
も
会
の
役
員

と
な
る
親
の
負
担
と
、
家
庭
環
境

の
変
化
、
加
入
し
た
い
が
居
住
地

の
自
治
会
に
子
ど
も
会
が
無
い
、

ま
た
は
休
会
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
要
因
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

町
は
子
ど
も
会
の
意

義
、
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

■	

生
涯
学
習
課
長　

学
校
で
は

で
き
な
い
貴
重
な
体
験
、
年
齢
の

違
っ
た
仲
間
と
一
緒
に
遊
ん
で
学

び
あ
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
、
親

同
士
の
つ
な
が
り
、
自
治
会
の
活

性
化
な
ど
重
要
な
も
の
と
考
え

る
。

■	

議
員　

加
入
促
進
の
取
組
と

し
て
地
区
混
合
子
ど
も
会
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

■	

課
長　

子
ど
も
会
が
無
く
て

加
入
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も
達
を

対
象
に
、
自
治
会
の
枠
を
越
え
た

会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

答 問
子
ど
も
会
の
意
義

役
割
は

学
校
で
で
き
な
い

貴
重
な
体
験

職員のテレワークは

６月より本格運用
中
なか

村
むら

　美
み

穂
ほ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

子ども会は楽しいよ
みんなで加入しませんか
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■	

議
員　

高
齢
者
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
使
い
方
が
分
か
ら

ず
電
子
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
す
る
が
ど
う
か
。

■	

町
長　

高
齢
者
向
け
と
し
て

ら
く
ら
く
ス
マ
ホ
体
験
教
室
や
、

様
々
な
ア
プ
リ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
の
使
い
方
に

つ
い
て
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、

デ
ー
タ
情
報
に
関
わ
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

■	

議
員　

避
難
行
動
要
支
援
者

個
別
計
画
の
作
成
状
況
と
サ
ポ
ー

ト
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

■	

町
長　

個
別
計
画
は
全
体
の

51
％
、
３
２
６
人
分
を
作
成
済
み

で
あ
る
。
避
難
サ
ポ
ー
ト
体
制
に

つ
い
て
は
、
個
別
計
画
を
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
、
民
生
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
に
作
成

し
て
お
り
、
支
援
担
当
者
と
し
て

地
域
住
民
の
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
。

■	

議
員　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
周
知
方
法
と
有
効
活
用
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

■	

町
長　

自
治
会
世
帯
へ
の
配

布
と
公
共
施
設
へ
の
配
置
に
よ

り
、
危
険
箇
所
や
避
難
情
報
の
周

知
を
図
っ
た
。
ま
た
、
転
入
者
へ

も
窓
口
で
配
布
し
た
。
さ
ら
に
、

ウ
ェ
ブ
版
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
の
位
置
情
報
を
基
に
危
険
箇

所
や
最
寄
り
の
避
難
所
を
確
認
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

有
効
活
用
の
点
で
は
、
各
種
団
体

が
実
施
す
る
防
災
訓
練
や
講
習
会

な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
効
果
的
な

周
知
方
法
、有
効
活
用
を
模
索
し
、

町
の
防
災
力
向
上
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

■	

議
員　

今
後
の
高
齢
化
社
会

を
見
据
え
10
年
・
20
年
後
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
仕
組
づ
く
り
を
検

討
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

■	

福
祉
課
長　

今
年
度
、
第
３

次
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
。

今
後
、
地
域
共
生
社
会
を
築
い
て

い
く
上
で
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
大
前
提
に
、
身
近
な
支
え
合
い

を
充
実
さ
せ
、
情
報
を
共
有
し
支

援
に
つ
な
げ
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

■	

議
員　

中
尾
団
地
・
道
の
尾

地
区
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
の
試

験
運
行
は
、
稼
働
率
や
コ
ス
ト
面

で
合
理
性
に
欠
け
る
こ
と
か
ら
本

運
行
を
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
将
来
を
見
据
え
、
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
利
用
促
進
に
向
け
た

取
組
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

■	

政
策
企
画
課
長　

現
段
階
で

は
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
に
は
時
間
が

か
か
る
と
判
断
す
る
が
、
今
後
も

他
の
自
治
体
の
調
査
な
ど
を
実
施

し
、幅
広
く
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

答 問
避
難
要
支
援
者
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は

個
別
計
画
を
作
成
し

支
援
者
へ
配
布

公
平
な
情
報
提
供
を

高齢者へのサポート体制の充実を

連携体制の強化をより一層進める
西
にし

田
だ

　 健
たけし

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

将来を見据えたサポート体制の仕組みづくりを
（高齢者学級　長与町公民館）

防災ハザードマップの有効活用を
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に
設
置
し
て
い
る
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
栽
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ

る
が
、
な
ぜ
か
。

■	

町
長　

現
在
、
一
年
草
を
多

年
草
に
切
り
替
え
て
い
る
が
、
根

付
い
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら

れ
る
。
今
後
研
究
を
し
て
い
き
た

い
。

■	

議
員　

三
彩
橋
は
時
津
町
方

面
か
ら
の
町
の
玄
関
口
で
あ
る

が
、
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。
美

観
を
向
上
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で

は
な
い
か
。

■	

議
員　

本
町
は
整
然
と
し
た

街
並
み
で
あ
る
と
評
価
す
る
声
が

あ
る
が
、
所
に
よ
り
植
栽
、
樹
木

が
生
い
茂
り
、
景
観
を
損
ね
て
い

る
状
況
を
目
に
す
る
。
適
切
な
剪

定
が
さ
れ
な
い
と
病
害
虫
の
温
床

と
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

■	
町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

な
ど
が
あ
り
、
除
草
に
遅
れ
が
出

て
い
る
。
今
後
は
適
切
な
時
期
に

除
草
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

■	

議
員　

長
与
川
沿
い
の
歩
道

■	

町
長　
早
急
に
対
応
し
た
い
。

■	

議
員　
街
路
樹
の
胴
吹
き
（
※

１
）
や
、
ひ
こ
ば
え
（
※
２
）
が

伸
長
し
た
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
も
の
が
目
に
つ
く
。
景
観
の

向
上
と
、
歩
行
者
の
安
全
を
考
慮

す
る
意
味
で
も
対
処
し
て
は
ど
う

か
。

■	

町
長　

街
路
樹
を
剪
定
す
る

時
期
が
あ
る
が
、
そ
の
時
に
ひ
こ

ば
え
な
ど
も
対
処
し
て
い
る
。

■	

議
員　

岡
岬
町
営
住
宅
の
植

栽
も
長
期
間
剪
定
、
整
備
が
さ
れ

て
お
ら
ず
荒
れ
て
い
る
。
早
く
対

処
す
る
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　
10
月
に
剪
定
を
す
る
。

■	

議
員　
長
崎
市
の
緑
地
で
チ
ャ

ド
ク
ガ
の
幼
虫
（
毛
虫
）
が
大

量
発
生
し
新
聞
記
事
に
な
っ
た
。

チ
ャ
ド
ク
ガ
は
主
に
ツ
バ
キ
や
サ

ザ
ン
カ
の
葉
に
発
生
し
、
人
が
毒

針
毛
に
触
れ
る
と
強
い
皮
膚
炎
を

ひ
き
起
こ
す
。
本
町
の
対
応
は
ど

う
か
。

■	

町
長　

本
町
の
植
栽
や
街
路

に
も
チ
ャ
ド
ク
ガ
が
発
生
す
る
樹

種
が
あ
る
。
チ
ャ
ド
ク
ガ
が
確
認

さ
れ
た
際
は
、
早
急
に
駆
除
し
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。

■	

議
員　

樹
種
の
特
性
や
花
の

時
期
な
ど
を
考
慮
し
た
具
体
的
な

植
栽
管
理
計
画
は
あ
る
の
か
。

■	

町
長　

街
路
樹
や
低
木
は
毎

年
計
画
的
に
剪
定
し
て
い
る
。
今

後
も
状
況
に
応
じ
た
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
き
た
い
。

植栽の美観向上の工夫を

適切な管理に努める
　堤
つつみ

　　理
さと

志
し

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

街路樹を整えて美しい町並みを
（写真は他自治体）

※
１　

胴
吹
き

幹
の
中
ほ
ど
か
ら
伸
び
て
く
る

枝
※
２　

ひ
こ
ば
え

地
際
か
ら
新
た
に
出
て
く
る
枝

い
ず
れ
も
国
土
交
通
省
の
「
公

園
緑
地
工
事
共
通
仕
様
書
」
に

〝
剪
定
す
べ
き
枝
〟
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
不

要
枝
を
整
理
す
る
こ
と
で
美
し

い
樹
形
を
保
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
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目
的
と
し
た
墓
じ
ま
い
に
関
す
る

相
談
が
多
い
。
ま
た
、
共
同
墓
地

で
管
理
組
合
が
存
在
し
な
い
、
活

動
し
て
い
な
い
墓
地
も
多
く
あ

り
、
管
理
が
行
え
て
い
な
い
こ
と

に
よ
る
相
談
も
あ
る
。

■	

議
員　

町
営
の
合
祀
墓
の
考

え
や
必
要
性
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

■	

町
長　

昨
今
の
少
子
高
齢
化

の
社
会
情
勢
を
反
映
し
、
特
定
の

墓
地
墓
石
を
持
た
な
い
形
態
も
増

加
し
て
お
り
、
墓
に
対
す
る
意
識

が
多
様
化
し
て
い
る
。
今
後
は
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
墓
地
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

■	

議
員　

私
は
平
成
24
年
の
３

月
議
会
以
来
、
本
町
の
学
校
給
食

費
が
私
会
計
で
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
問
題
点
を
指
摘
し
、

公
会
計
へ
の
移
行
を
求
め
て
き

た
。
令
和
元
年
７
月
に
国
が
学
校

給
食
費
徴
収
・
管
理
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た
こ
と
に
よ

り
、
本
町
も
令
和
５
年
度
開
始
に

向
け
て
動
き
出
し
た
も
の
と
理
解

し
て
い
る
。進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

■	

教
育
長　

シ
ス
テ
ム
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
具

体
的
な
事
務
量
の
把
握
や
実
施
方

法
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

■	

議
員　
遅
れ
は
な
い
の
か
。

■	

教
育
長　

全
国
的
な
シ
ス
テ

ム
業
者
の
多
忙
に
よ
り
導
入
に
遅

れ
が
出
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
各
所
管
と
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
令
和
５
年
度
の
導

入
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
。

■	

議
員　

令
和
元
年
度
に
町
立

学
校
全
て
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
た
が
、
特
別
教
室

に
は
未
設
置
の
所
が
多
い
。「
暑

い
時
期
は
可
能
な
授
業
に
つ
い
て

は
エ
ア
コ
ン
の
効
く
普
通
教
室
で

対
応
し
て
い
る
が
、
音
楽
や
理
科

の
実
験
な
ど
は
特
別
教
室
で
実
施

せ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
教
員
か

ら
聞
い
た
。
特
別
教
室
の
意
味
を

考
え
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た

め
に
は
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
急
務

と
考
え
る
。
特
別
教
室
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

■	

教
育
長　

特
別
教
室
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
快
適
な

環
境
を
提
供
す
る
た
め
の
必
要
性

は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
特
別
教

室
の
中
で
も
優
先
度
が
高
い
教
室

か
ら
、
他
の
改
修
等
と
調
整
を
し

な
が
ら
順
次
検
討
し
て
い
き
た

い
。

■	

議
員　

地
域
の
共
同
墓
地
で

は
、
墓
地
所
有
者
の
高
齢
化
が
進

み
、
多
く
が
急
傾
斜
の
位
置
に
あ

る
こ
と
か
ら
管
理
へ
の
支
障
を
心

配
す
る
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景

に
、
残
さ
れ
た
遺
族
が
墓
や
遺
骨

の
管
理
に
困
り
墓
じ
ま
い
を
行

い
、
遺
骨
を
合
祀
墓
な
ど
に
移
す

例
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
関

し
て
は
、
社
会
の
環
境
変
化
や
高

齢
者
の
間
で
の
経
済
格
差
が
埋
葬

に
ま
で
影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
墓
地
に
関
す
る
相
談
や

苦
情
の
状
況
は
ど
う
か
。

■	

町
長　

管
理
が
で
き
な
い
な

ど
の
理
由
で
墓
の
移
動
や
縮
小
を

答 問
特
別
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

順
次
検
討
し
て

い
き
た
い

答 問
給
食
費
公
会
計
化
に

遅
れ
は
な
い
か

令
和
５
年
度
を

目
指
し
て
進
め
て
い
く

町営の合祀墓への考えは

研究していく必要があると考える このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。安

あんどう

藤　克
かつひこ

彦 議員

子孫への負担を減らしたいのが親心



19

回答

No.179　ながよ町議会だより　2021年（令和３年）９月定例会

イノシシの住宅街侵入を防げ

緩衝帯を設置し すみ分けを図る
河
かわ

野
の

　龍
たつ

二
じ

 議員

このQRコードを専用ア
プリで読み取ると、録画
映像をご覧頂けます。

の
か
。

■	

産
業
振
興
課
長　

平
成
30
年

度
が
７
件
、令
和
元
年
度
が
11
件
、

２
年
度
は
19
件
報
告
が
あ
る
。

■	

議
員　

長
崎
市
で
は
、
地
域

で
防
護
柵
を
設
置
し
、
生
活
環
境

被
害
を
防
止
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
。本
町
で
も
で
き
な
い
の
か
。

■	

課
長　

長
崎
市
は
自
治
会
な

ど
で
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
設
置
の

対
応
を
し
て
い
る
。
本
町
で
取
り

組
む
場
合
、
設
置
後
の
管
理
な
ど

の
課
題
も
あ
る
の
で
、
研
究
を
重

ね
て
い
る
。

■	

議
員　

住
宅
地
へ
の
侵
入
を

防
ぐ
方
法
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

■	

議
員　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
り
収

穫
間
近
の
果
実
が
被
害
を
受
け
る

な
ど
の
相
談
を
受
け
た
。
被
害
を

受
け
た
場
所
が
住
宅
地
に
近
く
、

い
ず
れ
家
屋
や
人
に
対
し
て
も
被

害
が
及
ぶ
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

農
業
従
事
者
以
外
に
も
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
支
援
が
で
き
な

い
か
。

■	

町
長　

住
宅
地
で
の
イ
ノ
シ

シ
目
撃
情
報
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
生
活
環
境
被
害
に
対
す
る
防

護
柵
設
置
助
成
に
つ
い
て
、
他
の

自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
研
究
し

た
い
。

■	

議
員　

住
宅
地
で
の
イ
ノ
シ

シ
目
撃
情
報
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

■	

町
長　

耕
作
放
棄
地
の
解
消

や
山
林
と
住
宅
地
と
の
間
に
緩
衝

帯
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
イ
ノ

シ
シ
と
の
す
み
分
け
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■	

議
員　

８
月
の
豪
雨
被
害
で

本
町
で
も
土
砂
崩
落
が
発
生
し

た
。
私
有
地
の
場
合
、
災
害
復
旧

事
業
の
条
件
に
該
当
し
な
け
れ
ば

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宅
地
の
崖

崩
れ
に
対
し
一
部
助
成
制
度
が
あ

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
町
は
導

入
の
考
え
は
な
い
か
。

■	

町
長　

個
人
所
有
の
土
地
は

所
有
者
の
責
任
が
原
則
だ
が
、
他

市
町
の
制
度
を
研
究
し
た
い
。

■	

議
員　

長
崎
市
の
制
度
は
、

崩
壊
し
た
崖
の
早
期
復
旧
と
、
崩

壊
を
す
る
前
の
崖
に
対
し
て
も
、

２
０
０
万
円
を
上
限
に
、
事
業
費

の
３
分
の
１
を
助
成
し
て
い
る
。

昨
年
57
件
の
申
請
が
あ
っ
て
い

る
。
本
町
の
よ
う
に
危
険
箇
所
が

多
い
自
治
体
は
導
入
す
べ
き
と
思

う
。
再
度
導
入
の
考
え
を
問
う
。

■	

総
務
部
長　
10
年
に
一
度
、
50

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
豪
雨
が
毎

年
の
よ
う
に
起
き
て
い
る
。
急
傾

斜
地
対
策
事
業
と
の
す
み
分
け
を

考
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 問
私
有
地
の
崖
崩
れ
に
も

支
援
を

他
市
町
の
制
度
を

参
考
に
研
究
し
た
い

豪雨での土砂災害復旧を急いで
（高田郷　８月 13 日撮影）

イノシシで葡萄が全滅（高田郷）
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　「
巣
ご
も
り
需
要
」
が
ニ
ュ
ー

ス
を
賑
わ
せ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
外
出
を
控
え
る
中
、
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
で
需
要
が
増

え
た
こ
と
を
指
す
よ
う
だ
。▼

町
は
今
議
会
の
決
算
審
査
で
、

こ
れ
ま
で
減
少
傾
向
だ
っ
た
水

道
事
業
が
前
年
度
比
増
収
増
益

に
転
じ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

こ
れ
も
巣
ご
も
り
需
要
が
一
因

ら
し
い
。▼
年
々
減
少
す
る
人

口
と
節
水
家
電
の
普
及
で
減
り

続
け
た
水
需
要
だ
が
、
水
道
局

は
受
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極

め
、
水
源
を
確
保
し
、
必
要
な

時
に
必
要
な
だ
け
供
給
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。▼
町
は
更
な

る
経
営
の
効
率
化
や
施
設
の
老

朽
化
に
対
応
す
る
た
め
、
浄
水

場
の
共
同
整
備
を
長
崎
市
と
目

指
す
。
安
全
・
安
定
・
安
価
供

給
の
た
め
に
も
事
業
の
進
捗
を

期
待
し
た
い
。 

（
安
藤
克
彦
）

編
集
後
記

次の定例会は 開会の予定です。12月７日（火）

5,000円支出合計 （１件）
（令和3年７月１日～９月30日）

議長交際費 寸志・慶祝など ………………………… 5,000円（１件）

その他 ……………………………………… 0円（０件）

撮影者：清水綾華さん（Sun-Films ぱしゃ。）

タイトル：紅葉色を歩く

光に照らされて紅葉のような色になった橋を
撮影しました。木陰を通ってゆく風が涼しく、
秋の訪れを感じられます。

表

紙

の

写

真

議会報告会を YouTube で配信します。
感染予防のため対面式の報告会は実施しません。

ＱＲコード

● 配信ページはこちらです！公
　開
　日
　時

内
　
　容

お
問
い
合
わ
せ
先

11/29（月） 12：00 配信開始予定

（配信後はいつでも御覧いただけます）
長与町議会YouTubeチャンネル
にて配信します。
　令和２年度の決算を中心に、各委員会の活動状況について報告します。また、事前に
いただいたご意見・ご質問にも一部お答えさせていただく予定です。
※事前のご質問等は下記までお願いします。（令和３年10月31日〆切）

住所 ： 〒851-2185　長与町嬉里郷659-1　長与町議会事務局
メールアドレス ： gikai@nagayo.jp
FAX番号 ： 095-887-2144
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